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　本研究は、他者と同じ動きを同時に行うシンクロ（同期）行動と、他者と全く同じ動きではないが、共通の目標のためにメンバー同士が互いに動きのタイミングを合わせる協調行動に注目し、日本とアメリカにおいて、同期性と協調性が内集団への協力にもたらす効果の文化差について検討することを目的とした。

　Yuki (2003) による集団過程の文化差理論によると、アメリカにおける社会的アイデンティティは内集団同一視の知覚である。したがって、シンクロ行動は、内集団メンバーと自己の動きの類似性知覚が内集団同一視を高めるため、内集団協力を高めると考えられる。また、協調行動は動きの類似性が低いため、シンクロ行動と比べ内集団協力にもたらす効果は弱いと考えられる。一方、日本における社会的アイデンティティは、内集団同一視ではなく、個人と個人が繋がっているネットワークの総体の知覚である。したがって、シンクロ行動が内集団協力に与える効果は、アメリカよりも弱いと考えられる。むしろ、集団の凝集性（相互依存性）を高める協調行動の方が、シンクロ行動よりも効果が強いと考えられる。これらの理論から、内集団協力に与える効果は、アメリカでは協調行動よりもシンクロ行動の方が強く、日本ではシンクロ行動よりも協調行動の方が強いとの仮説をたてた。

　上記の仮説を検証するため、日本とアメリカで実験を行った。実験では、動きの操作として階段の昇降をした後に、集団の協力率を調べるため社会的ジレンマゲームを行った。階段の昇降では全く同じ動きをするか、全く同じ動きではないが、共通の目標のために互いにタイミングを合わせた動きをするか、全く違う動きをするかの操作を行い、社会的ジレンマゲームでは、グループの一員としての協力的な振る舞い（集団に対する自己の資産の提供額）が変化するか否かを検討した。その結果、アメリカでは、協調行動よりもシンクロ行動の方が内集団協力に与える効果は強かった。また、シンクロ行動が内集団協力に与える効果は、日本よりもアメリカで強かった。一方、協調行動の効果は、アメリカよりも日本で強いという結果が得られた。これらの結果は予測と一貫した。

　以上から、日本とアメリカにおけるシンクロ行動と協調行動の効果には違いがあり、日本よりもアメリカのほうがシンクロ行動の効果が高く、アメリカよりも日本のほうが、協調行動の効果が高いということが示された。

